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前
回
（
10
月
15
日
号
）
は
、
個
別
指
導
の
選
定
基
準
や
、

大
阪
の
指
導
計
画
と
実
績
な
ど
を
紹
介
し
た
。
今
回
は
、
個

別
指
導
後
に
送
ら
れ
て
来
る
結
果
通
知
か
ら
、
自
主
返
還
に

つ
な
が
っ
た
指
摘
事
項
の
傾
向
を
分
析
し
、
技
官
の
着
眼
点

を
探
っ
て
み
た
い
。（
社
保
研
究
部
）

　

ま
ず
、
新
規
開
業
者
と
既

開
業
者
へ
の
個
別
指
導
が
ど

の
よ
う
に
違
う
か
を
大
ま
か

に
比
較
し
た
も
の
が
表
１
で

あ
る
。
既
開
業
は
新
規
に
比

べ
て
、
時
間
は
２
倍
、
対
象

カ
ル
テ
は
３
倍
に
な
る
。
カ

ル
テ
指
定
は
、
新
規
は
４
日

前
（
土
日
を
除
く
）
に
全
件

が
提
示
さ
れ
る
の
に
対
し
、

個
別
指
導
で
は
、
４
日
前
に

15
件
、
前
日
に
15
件
が
指
定

　

協
会
は
、
２
０
１
０
年
度

に
実
施
さ
れ
た
個
別
指
導
に

関
す
る
指
摘
事
項
を
近
畿
厚

生
局
へ
の
開
示
請
求
か
ら
得

た
。
そ
の
う
ち
、
新
規
開
業

を
除
く
37
医
療
機
関
が
、
自

主
返
還
を
求
め
ら
れ
た
３
５

１
項
目
を
区
分
別
に
集
計
し

た
。
表
２
は
、
頻
度
の
高
い

の
も
か
ら
並
べ
替
え
、
上
位

25
項
目
を
抜
粋
し
た
も
の
で

あ
る
。

①
指
摘
の
１
位
は
画
像
診
断

　

指
摘
事
項
の
ト
ッ
プ
は
画

像
診
断
で
、
Ｘ
線
写
真
は
あ

る
も
の
の
、
診
断
所
見
の
カ

ル
テ
記
載
が
不
備
だ
と
し

て
、
診
断
料
の
返
還
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
Ｘ
線
写
真
が

な
い
場
合
は
、
撮
影
料
も
返

還
に
な
る
な
ど
（
９
〜
11

位
）、
頻
度
が
極
め
て
高
い
。

　

ま
た
、
デ
ン
タ
ル
が
な
い

た
め
に
加
圧
根
充
加
算
が
認

め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
（
９
〜

11
位
）
も
画
像
診
断
に
ま
つ

わ
る
項
目
と
言
え
る
。

②
有
床
義
歯
関
連
も
高
頻
度

　

２
位
は
、
有
床
義
歯
管
理

料
で
、
カ
ル
テ
へ
の
検
査
結

果
や
調
整
方
法
、
調
整
箇

所
、
指
導
内
容
の
要
点
記
載

が
不
備
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

さ
れ
る
。
何
よ
り
一
番
大
き

な
違
い
は
、
自
主
返
還
の
範

囲
。
新
規
個
別
指
導
で
は
、

当
日
の
持
参
分
10
件
に
つ
い

て
だ
け
是
正
・
返
還
を
求
め

ら
れ
る
の
に
対
し
、
既
開
業

者
へ
の
個
別
指
導
で
は
、
持

参
し
た
30
件
で
指
摘
さ
れ
た

事
項
を
基
に
、
全
カ
ル
テ
の

「
自
主
」
点
検
と
、
１
年
分

遡
っ
て
の
返
還
が
求
め
ら
れ

る
た
め
実
害
が
大
き
い
。

　

ま
た
、
３
位
の
補
診
と
合

わ
せ
て
、
有
床
義
歯
関
連
は

カ
ル
テ
記
載
の
項
目
が
多

く
、
指
摘
さ
れ
や
す
い
。
こ

の
他
、
検
査
結
果
の
記
載
が

な
い
顎
運
動
関
連
検
査
も
よ

く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

③
歯
周
病
関
連
は
指
摘
多
数

　

検
査
結
果
の
な
い
歯
周
組

織
検
査
（
４
位
）
に
始
ま

り
、
歯
周
組
織
検
査
を
経
な

い
歯
周
基
本
治
療
や
歯
周
外

科
（
13
〜
15
位
）
な
ど
、
歯

周
治
療
の
流
れ
に
沿
っ
て
い

な
い
と
の
指
摘
が
目
立
つ
。

　

ま
た
、
再
初
診
が
実
質
は

再
診
だ
と
、
ア
ポ
イ
ン
ト
帳

な
ど
か
ら
判
定
さ
れ
、
Ｓ
Ｒ

Ｐ
な
ど
が
同
一
部
位
の
２
回

目
以
降
だ
と
し
て
、
１
０
０

分
の
50
に
減
額
さ
れ
て
い
る

（
12
位
）。
Ｔ
Ｆ
ｉ
ｘ
で
の

症
状
や
固
定
方
法
の
記
載
不

備
（
13
〜
15
位
）
も
歯
周
治

療
と
の
関
連
が
深
い
。

④
歯
管
と
実
地
指
の
紙
出
し

　

歯
管
や
実
地
指
な
ど
で

「
紙
出
し
」
の
写
し
が
な

い
、
カ
ル
テ
へ
の
要
点
記
載

が
不
備
だ
、
と
の
指
摘
は
７

位
と
８
位
を
占
め
て
い
る
。

特
に
、
実
地
指
は
、
プ
ラ
ー

ク
チ
ャ
ー
ト
の
不
備
な
ど
の

算
定
要
件
に
加
え
、
歯
科
医

が
衛
生
士
に
指
示
し
た
指
導

内
容
の
要
点
記
載
と
衛
生
士

が
業
務
記
録
簿
に
記
し
た
指

導
内
容
が
不
一
致
だ
と
指
摘

さ
れ
る
な
ど
、
院
内
の
連
携

も
問
わ
れ
て
い
る
。

⑤
手
術
の
記
録
や
術
式
記
載

　

手
術
で
は
口
腔
内
消
炎
手

術
が
頻
出
（
４
位
）
で
、
術

式
や
切
開
線
の
長
さ
の
記
載

不
備
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
難
抜
歯
の
算
定
要
件

を
満
た
す
記
載
が
な
い
（
21

〜
25
位
）
な
ど
の
指
摘
も
一

定
数
あ
る
。

⑥
補
綴
は
平
測
と
短
期
重
複

　

補
綴
関
連
で
一
番
頻
度
が

高
い
の
が
平
行
測
定
（
６

位
）
で
、
検
査
結
果
の
記
載

不
備
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

特
に
６
歯
以
上
の
ブ
リ
ッ
ジ

の
測
定
に
用
い
た
模
型
の
保

存
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
一
初
診
内
に
原
則
１
回

の
算
定
項
目
が
、
短
期
間
に

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と
し
て

形
成
、印
象
、Ｂ
Ｔ
な
ど
が
返

還
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

を
始
め
か
ら
疑
い
、
犯
罪
者

扱
い
さ
れ
た
」
な
ど
の
声
が

依
然
と
し
て
寄
せ
ら
れ
る
。

指
導
当
日
の
録
音
や
弁
護
士

帯
同
を
お
勧
め
し
た
い
。

　

協
会
で
は
、
①
事
前
の
電

話
相
談
②
カ
ル
テ
チ
ェ
ッ
ク

③
弁
護
帯
同
の
支
援
―
―
の

体
制
を
と
っ
て
い
る
。
特

に
、帯
同
弁
護
士
の
予
定
は
、

３
週
間
前
で
も
予
定
が
詰
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
通
知
が
来
た
ら
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
す
ぐ
に
協
会
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

 

（
お
わ
り
）

　

厚
生
局
に
は
、
指
摘
事
項

に
基
づ
く
返
還
請
求
権
は
な

い
。
保
険
者
が
医
療
機
関
に

対
し
て
返
還
を
求
め
、
裁
判

で
確
定
し
な
い
限
り
、
強
制

力
は
生
じ
な
い
。
返
還
は
あ

く
ま
で
任
意
の
行
政
指
導
に

被
指
導
者
が
従
っ
た
結
果
な

の
で
厚
生
局
も「
自
主
返
還
」

と
表
現
し
て
い
る
。
協
会

は
、
厚
生
局
に
返
還
を
強
要

し
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
個
別
指
導
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
当
日
の
指
摘

さ
れ
て
い
な
い
項
目
が
加
え

ら
れ
て
い
る
」「
架
空
請
求

表１　新規個別指導・個別指導の比較

指導時間
持参カルテ

自主返還の有無と範囲
件数 患者指定の時期

新規個別指導 １時間 10件 ４日前（土日を除く）に10件全
てを指定

あり： 持参カルテにかかる指摘
事項分

個 別 指 導 ２時間 30件 ４日前（土日を除く）に15件、
前日に残り15件を指定

あり： 指摘事項について全カル
テを１年分自主点検

表２　個別指導の指摘により自主返還に至った上位25項目（新規個別指導を除く）

順位 区分 項目 （　）内は指摘件数

１位 画像診断料 診療録に診断所見の記載がない、または、所見内容が画一的で不十分で
ある（診断料相当分）。（28）

２位 有床義歯管理料 検査の結果、調整方法、調整箇所、指導内容の要点が診療録に記載され
ていないため算定要件を満たさない有床義歯管理料。（24）

３位 補綴時診断料 欠損部の状態、欠損補綴物の設計に関する診療録記載が不十分で算定要
件を満たしていない補綴時診断料に係る費用。（23）

４位 歯周組織検査 検査結果の記載がなく、算定要件を満たさない歯周組織検査に係る費
用。（21）※うち精密検査は７件

５位 口腔内消炎手術 術式、切開排膿を行った場合の切開線の長さについての診療録記載がな
く、算定要件を満たしていない口腔内消炎手術に係る費用。（18）

６位 平行測定 検査結果の記載がない平行測定に係る費用。（16）※うち、６歯以上の
ブリッジで模型が作製されていないとの指摘は６件

７位 歯科疾患管理料
管理計画書または診療録において算定要件に定められた事項の記載が不
十分な歯科疾患管理料（初回，継続の提供文書がなく、カルテに要点記
載がない）。（15）

８位 歯科衛生実地指導
料

以下のように算定要件を満たしていない歯科衛生実地指導料に係る費
用。歯科衛生士に行った指示内容の診療録記載が画一的で不十分であ
る。患者への情報提供文書において、指導内容やプラークの付着状況の
結果が記載されていない。（15）

９位

～

11位

画像診断料・撮影
料

フィルムが現存せず、その実態が判然としない歯科用エックス線撮影や
パノラマ断層撮影に係る費用。（９）

加圧根充加算 加圧根管充填を行った後にエックス線フィルムの紛失により、根管充填
の確認ができない加圧根管充填加算。（９）

除去料（ポスト） 歯根長３分の１未満の鋳造ポストに対して算定された、根管内ポストを
有する鋳造体の除去に係る費用。（９）※50点→30点へ

12位 歯周治療（再初診）
歯周疾患等の慢性疾患で中止後１月以上経過した場合であっても再診相
当として取り扱わなければならないにもかかわらず、誤って初診料とし
て算定した基本診療料（初診料と再診料の差額）。（７）

13位

～

15位

ＴFix 症状や固定方法等に関する具体的な診療録記載がなく、診療実態が確認
できない暫間固定及び暫間固定装置修理に係る費用。（６）

歯周基本治療 歯周組織検査を実施していないため算定要件を満たさない歯周基本治療
に係る費用。（６）

歯周外科手術 歯周精密検査による確認をせずに行った歯周外科手術に係る費用。（６）

16位

～

20位

EMR 検査結果が診療録に記載されていないため算定要件を満たさない電気的
根管長測定検査に係る費用。（５）

顎運動関連検査 診療録に測定結果の記載がない顎運動関連検査。（５）

薬剤情報提供料 定められた事項の情報提供がない薬剤情報提供料。（５）

歯冠修復及び欠損
補綴（同一初診内
の複数算定）

同一初診中、同一部位の補綴治療や有床義歯の製作にかかる費用を複数
回算定していた補診、形成（充形、修形）、印象採得、咬合採得、仮床
試適に係る費用。（５）

障害者加算 患者の状態が診療録に記載されていないため算定要件を満たさない障害
者加算に係る費用。（５）

21位

～

25位

難抜歯
歯根肥大、骨の癒着等に対して骨の開削または歯根分離術等を行った場
合という診療録記載がないため算定要件を満たしていることが確認でき
ない難抜歯に係る費用（前歯又は臼歯の抜歯手術との差額）。（４）

歯冠修復（単純・
複雑）

単純なものを複雑なものとして算定した窩洞形成及び歯冠修復に係る費
用（単純なものとの差額）。（４）

Hys処置 症状・所見、治療内容、予後経過等に関する診療録記載がなく、診療実
態が明確でない知覚過敏処置に係る費用。（４）

電話再診料 患者から聴取した症状や患者への指示内容等に関する診療録記載がな
く、実態が確認できない電話再診に係る費用。（４）

特殊印象 診療録に具体的な記載がなく、算定要件を満たしていることが確認でき
ない有床義歯の特殊印象に係る費用。（４）

新
規
個
別
と
個
別
指
導

返
還
の
指
摘
事
項
の
特
徴

通
知
が
来
た
時
に
協
会
へ

集団的個別指導、個別指導は
どのような仕組みになっているか ③


